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平素より多くの患者さんをご紹介いただき、誠にありがとうございます。皮膚疾患は慢

性的で治りにくい疾病が多いですが、血液検査、パッチテスト、病理組織検査等で悪化原

因をしっかりと検索し、出来るだけ症状を改善しコントロールできるよう加療を行ってい

ます。       

〇診療体制について                                             

現在、常勤の皮膚科医師 1 名と看護師 1名で、毎日の診療を行っております。また毎

週木曜日午後には、産業医科大学の形成外科医師による診察も行っています。 

〇診療内容について 

実際診療している皮膚疾患としては、接触性皮膚炎等の湿疹・皮膚炎群、虫刺され、白

癬症、ウイルス性イボ、火傷、蕁麻疹・痒疹など身近な疾患から難治なアトピー性皮膚

炎、帯状疱疹、薬疹/中毒疹、水泡性疾患、角化症、膠原病、皮膚腫瘍など幅広い分野で

の診療を行っています。診断の補助としては、直接顕微鏡検査、各種アレルギー疾患に対

してパッチテストによる原因検索、ダーマスコピーを用いた皮膚腫瘍の良性悪性の判断

や、直接皮膚の一部を小さく切り取り病理学的診断をする皮膚生検検査も行っています。

また皮膚小腫瘍の切除・摘出術や冷凍凝固治療も外来で行っています。なお中毒疹・薬

疹・汎発性の帯状疱疹・天疱瘡など、点滴加療をしたほうが望ましい重症な方は、入院治

療を薦めています。 

形成外科では、主にあざ、ホクロ、しみ、皮膚腫瘍、陥入爪、外傷後の瘢痕などについ

て、専門的に診療を行っております。また形成外科の先生と協力して、難治性褥瘡・皮膚

腫瘍の治療や皮膚再建治療にも積極的に取り組んでいます。近隣開業医の先生方との連携

診療、必要時には近隣の大学病院への御紹介も行っております。 
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〇巻き爪外来 

 現在、巻き爪外来を開設し巻き爪・陥入爪に対して、皮膚科・形成外科で専門的に対応

しております。巻き爪は、窮屈な靴、深爪、遺伝、スポーツ、加齢、爪水虫、肥満など

様々な原因で発生します。痛みがひどくなると、正しい姿勢で自然に歩くことが困難にな

り、肩こりや腰痛などを引き起こすこともあります。ですので、巻き爪といえども根治治

療が必要です。巻き爪でお困りの患者さんがおられましたら、ぜひご紹介ください。紹介

状持参で皮膚科外来を受診頂ければ対応させていただきます。予約の必要はありません。 

 巻き爪の治療は、大きく分けて外科的治療と保存的治療の 2 つがあります。

爪の変形、食い込み方、炎症の程度などを診察してから治療法を決めていきま

す。外科的治療は、局所麻酔下にて陥入している爪を部分的に切除し縫合する方

法です。保存的治療としては、軟膏を塗布する方法、テーピング法、また最近で

はワイヤー矯正法などがあります。ワイヤー矯正法とは、巻き爪の爪両端に 2本のチ

タンワイヤーを引っ掛けてねじり上げ、自然で健康な爪へと導く治療で、矯正期間は約 1

ヵ月～2ヵ月で、日常生活への支障はありません。短時間に痛みもなく、巻き爪矯正がで

きます。なおワイヤー矯正法に関しては保険適用外ですので、自費診療となります。 

〇最後に 

皮膚の張りや色つやと心の状態は深く関係していると言われ、また皮膚の疾患に取り組

むにあたっても、患者さんの心の持ち方次第で改善の度合いも違ってくるとも言われてい

ます。その為に患者さんとのコミュニケーションを大切にし、患者さん一人一人の立場に

立ってご相談にのり、適切な診断・治療をさせていただきたいと思っています。今後とも

よろしくお願い申し上げます。 
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